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教育センターだより
平成２８年度 第１号 黒部市教育センター

「磨く」ということ

黒部市教育センター 所長 宮 本 悟

ある本に、「切磋琢磨」という四字熟語の語源が書いてありました。切磋琢磨とは、

「細工職人が象牙や玉を切ったり、やすりをかけたり、槌とノミで削ったり、砂や石

で磨いたりするように、一心に修行を積む」ことが語源で、切磋（切ったり磨いたり

すること）・琢磨（刻んだり磨いたりすること）のいずれも、骨身を削る痛みをとも

なう動作だというのです。心身を苦しめるほどの修練に打ち勝たなければ、本当に自

分を磨いたとは言えないというのです。

普段使っている意味とは一味違って、語源の意味には深く、厳しいものがあるなあ

と思っていると、「磨く」という言葉で、坂村真民さんの「鈍刀を磨く」という詩を

思い出しました。

「切磋琢磨」も「鈍刀を磨く」も、自分
「鈍刀を磨く」 自身を成長させるため、一生懸命に物事

鈍刀をいくら磨いても に打ち込むことが重要だと教えてくれて

無駄なことだというが います。私たちはこのことを心に刻んで

何もそんなことばに おく必要があります。

耳を貸す必要はない 子供たちにとって教師は、家族よりも

せっせと磨くのだ 身近な大人だといえます。様々なことを

刀は光らないかも知れないが 厳しく、優しく教えてもらいながら、１

磨く本人が変わってくる 日の多くの時間を一緒に過ごす大人なの

つまり刀がすまぬすまぬと言いながら ですから。子供たちは身近な大人を見て

磨く本人を 育ちます。私たちは子供の手本なのです。

光るものにしてくれるのだ 成長の源なのです。その私たちが成長し

そこが甚深微妙(じんじんみみょう)の世界だ ないわけにはいかないのです。自分自身

だからせっせと磨くのだ が成長するために頑張っている姿を見せ

るべきなのです。

ただ、身を削るような思いをして自分を磨くのもいいで

すが、人の助けを借りて磨くのもいいのではないでしょう

か。先輩や同僚と授業のことや悩み事について語り合う、

本を読んで感動する、著名な方の講演を聴くなど。また、

子供から様々なことを学ぶこともあると思います。この学

びも自分を磨くことになるのではないでしょうか。

教育センターでは様々な「研修」＝「自分磨き」を夏季

休業中を中心に実施します（３ページ参照）。秋には、自分

磨きでワンランクアップした自分と出会ってみませんか。



平成２８年度 黒部市教育センターの運営について

第１回運営委員会を５月２日（月）に開催し、本年度の事業計画についてご審議い

ただきました。以下のことを重点に事業を進めてまいりますので、ご理解とご協力を

よろしくお願いいたします。

なお、今年度の事業は、昨年度の点検評価の結果と運営委員会での意見等を踏まえ

て計画しました。教育センター主催の研修事業については、右のページをご覧くださ

い。

◆ 運営委員（敬称略）

◎岩井芳生（小学校長会会長）

○尾村国昭（中学校長会会長）

鍋谷 悟（学校教育課長）

金山 努（学校教育班長）

霜野好真（こども支援課長）

杉本 勉（市小学校教育研究会会長）

（帰国児童生徒教育研究会会長）

中村 靖（市中学校教育研究会会長）

寳田順一（生徒指導連絡協議会会長）

森内裕之（市小中学校教頭会会長）

（◎は運営委員長、○は運営副委員長）

１ 運営の基本方針

学校や関係機関との連携を密にし、時代の変化に対応するとともに、地域・学校

の要望に応えるセンター運営を目指す。

２ 重点目標項目

① 児童生徒の学力向上、教員の指導力向上を目指す研修会の実施

② 黒部国際化教育の充実を図る研修会の実施

③ 生徒指導・教育相談の充実

④ 学校教育を支援する調査・研究の推進

⑤ 迅速な対応の教育サービスの提供

＜運営委員会での主な意見＞

・「いじめ０に向けた視点･方策･評価シート」について、記入するだけでなく、実

際に行動することが大切。

・黒部国際化教育について、英会話科の授業内容等を、市民にもっとアピールする

必要がある。

・幼･小 ･中の連携について、発達障害等についての幼･小の連携をさらに深める必

要がある。

・様々な調査結果をどのように活用しているのか、情報交換を行ってより良い方法

を考えていかなければならない。

・英会話科の今後の方向性について、慎重な議論が必要である。

・ミドルリーダー対象の研修会も大切なので、より良い方法を考えていって欲しい。



平成28年５月２４日現在

事業・研修会 受講対象者 時間 会場 主　　　な　　　内　　　容

★指導力向上講演会 魚津地区教員 8月８日 月 午後
うるお
い館

○指導力向上に関する研修
【講師】早稲田大学大学院教職研究科
　　　　　　　　教授　田中　博之　先生

学級運営研修会
（初任者）

初任教員 5月17日 火
15:50～
16:45

市教セ
○講話
○１か月を振り返って

学級運営研修会
（朝日、入善、魚津市教
員にも呼びかける）

初任から５年目までは
悉皆、その他魚津地区
の教員

8月1日 月 午後
宇奈月
小学校

○学級運営に関する講話、演習
【講師】上越教育大学教職大学院
　　　　　　　　　教授　西川　純　先生

体育実技研修会 初任から５年目までは
悉皆、その他希望者

7月26日 火
9:30～
11:30

たかせ
小学校

○器械運動の補助、けが防止に関する研修
【講師】東部教育事務所
　　　　　　　指導主事　　古市　茂　先生

特別支援教育研修会 市内教員 7月29日 金
14:00～
16:30

市教セ
○通常級での特別な支援に関する研修
【講師】　にいかわ総合支援学校
　　　　　　　大村和彦　先生

★生徒指導講演会 魚津地区教員 8月10日 水
13:30～
16:30

宇奈月
小学校

○生徒指導に関する研修
【講師】東京学芸大学教育学部
　　　　　　教授　大河原　美以　先生

★道徳に関する講演会 魚津地区教員 8月26日 金
13:30～
16:31

うるお
い館

○道徳に関する研修
【講師】東京学芸大学大学院教育学研究科
　　　　　　教授　　永田　繁雄　先生

生徒指導主事等研修会 生徒指導主事等 5月18日 水
14:30～
16:30

市教セ
○生徒指導主事としての実務と演習
　【講師】　黒部市教育委員会
　　　　　　学校教育班長　金山　努　先生

生徒指導主事等研修会 生徒指導主事等 7月1日 金
14:30～
16:30

市教セ

○夏季休業中の生徒指導、情報交換
○ＱーＵを生かした学級運営
　【講師】県総合教育センター相談部
               主任研究主事　本村雅宏　先生

生徒指導主事等研修会
生徒指導主事、
他　希望者

11月17日 木
15:30～
16:30

市庁舎 ○冬季休業中の生徒指導、情報交換

生徒指導主事等研修会 生徒指導主事等 2月8日 水
14:30～
16:30

市教セ
○学年末の生徒指導、情報交換
○演習と講演　【講師】未定

いじめ問題等研修会 教頭 4月19日 火
15:00～
16:30

市庁舎
○黒部市いじめ防止基本方針の確認
○いじめ問題への対応

いじめ問題等研修会 教頭 １月～２月
15:30～
16:30

市教セ ○いじめ問題への対応の成果と課題

英会話科指導者研修会①
小学校初任教員・
市外からの着任教
員

5月11日 水
15:30～
16:30

市教セ
○英会話科の授業の進め方
○授業における悩み相談等

英会話科指導者研修会②
生地・たかせ・石
田・村椿・中央小
の教頭・教諭

8月3日 水
9:30～
11:30

中央小
○講話「英会話科授業の充実を目指して」
【講師】東部教育事務所
　　　　　指導主事　　浦田　栄信　先生

英会話科指導者研修会③
桜井・荻生・若
栗・宇奈月小の教
頭・教諭

8月9日 火
9:30～
11:30

宇奈月
小

○講話「英会話科授業の充実を目指して」
【講師】東部教育事務所
　　　　　指導主事　　浦田　栄信　先生

英会話科カリキュラム部
会
研修会

英会話科カリキュ
ラム部員等（小中
学校各校１名）

夏季休業中

冬季休業中
市教セ

〈年２回開催予定〉
○平成28年度の重点
○英会話科の授業改善
○カリキュラムの改善

英会話科企画・運営・
評価部会研修会

教頭
５・７・

10・12月
市教セ

〈年４回開催予定〉
○英会話科の充実を目指して
○英会話科公開授業の企画・運営
○平成28年度の成果と課題、今後の動向

帰国児童生徒教育研修会 5月26日 木
15:00～
16:30

市教セ
○講演
【講師】　黒部市企画政策課国際交流係
　　　　　　　橋本彰人係長、田中沙樹主事

国際理解教育研修会 10月27日 木
15:00～
16:30

市教セ
○講演
【講師】県総教セ（知事部局国際課）
　　　　　研究主事　　廣瀬　祐子　先生

英会話科実技研修会
（朝日・入善・魚津市教
員にも呼びかける）

市内教員 7月28日 木
14:00～
16:00

市教セ

○小学校教員の英会話科指導力、英語運用能力
を高める研修
【講師】小学校専科教員　杉原　栄子　先生
            ＡＬＴ　ヘンリー・プロサクⅢ

体力・運動能力向上研修会体育主任 2月下旬 15:30～ 市教セ

情報教育実技研修会 希望者 8月4日 木
14:00～
16:00

未定
○書画カメラの活用に関する実技研修
【講師】（株）エルモ　伊藤洋平先生

★は魚津地区教育センター協議会との協業事業

平成２８年度　黒部市教育センター研修会（案）

開催期日

小中学校帰国児童
生徒担当等



 

 

 

 
 

 

 

「清水の里で」                                 生地小学校  宮島 治美  

 黒部市で勤務した学校は４校目となりました。他市町で勤務している間に市庁舎は新しくな

り、懐かしい先生方とも再会できて嬉しいです。職員室の窓から漁港越しに見える雄大な山々

や、校下に点在する清水に心が癒されています。 

 生地小学校の教育目標の実現のため、事務職員としてできることを考えながら「チーム生地」

の一員として頑張りたいです。 

 

「新たな気持ちで精一杯」                         たかせ小学校  宮﨑  新悟  

 初めての黒部市勤務が母校（旧 田家小）となり、喜びとともに地元の学校の校長を務めると

いう責任の重さを感じています。教育の理念や本質は変わりませんが、手法や方策は市町によ

って異なるため戸惑うことも少なくありません。しかし、他市町にない黒部市の特色を生かし

ながら、また、これまでの経験を生かしながら、新たな気持ちで精一杯努めたいと考えていま

す。 

 

「地元の学校に勤務して」                たかせ小学校  安達 裕子  

 四年ぶりに黒部市勤務となりました。前任の入善町と異なることが多く、慣れない中での書

類作成に四苦八苦しています。地元の学校ですが、知らない事が多く、これを機会に地域の事

について周りの方々から教わりたいと思っています。子供たちの豊かな育ちに貢献できるよう、

気持ちを新たに頑張ります。 

 

「子供たちと一緒に」                  たかせ小学校  清河 成美  

 入善町から異動し、たかせ小学校に赴任しました。分からないことが多く、まだまだ戸惑っ

てばかりです。元気で気が利く優しい子供たちや周りの先生方に助けて頂き、ようやくたかせ

小学校に慣れてきました。 

 何にでもやる気まんまん、ぴかぴかの１年生と、笑顔で学習して過ごしていけるよう、精一

杯頑張りたいと思います。 

 

「初心忘るべからず」                           石田小学校  齊藤  誠  

 ７年ぶりに黒部市で勤務することとなり、この１か月余りの間に、かつてお世話になった先

輩の先生や同僚の先生方、保護者、そして立派に成長した教え子等に会う機会に恵まれました。

ふるさとに帰ったような温かさとともに、学校教育の根幹にある信頼関係の大切さを実感しま

した。「初心忘るべからず」を胸に、子供たちのために精一杯努力する覚悟です。 

 

「子供たちの健やかな成長のために」            若栗小学校  入井 孝幸  

 若栗小の校章は桜の花形の周りに若栗を表す「ワ」の三字が配され、「明るさ」「活発さ」

「皆が心を一つにする」という気持ちが込められています。保護者・地域・学校が心を合わせ、

素晴らしい教育環境を築く若栗小に着任することができたことをうれしく思います。ふるさと

を愛する子供たちの健やかな成長に向けて専心努力する所存です。何卒よろしくお願い申し上

げます。 

 

「人との『出会い』と『つながり』を大切に」         宇奈月小学校  土井 美雪  

 私は、黒部市内に初めて勤務します。初めての地域、初めての学校での教職員や子供たち、

保護者、地域の方々との「出会い」やそこから始まる「つながり」を大切にしていきたいです。

まずは、顔を合わせての「あいさつ」に心掛け、地域へ進んで出かけたいと思っています。ど

うぞ、よろしくお願いします。 

よろしくお願いします 
～今年度、市内小中学校に赴任された皆さんです。 

「チーム黒部」のみんなで、未来の黒部を担う 

       子供たちを育てていきましょう。～ 

 

 



 

「一歩一歩、子供と共に成長」              宇奈月小学校  花房 有沙  

 教員生活５年目で初めて、魚津市から異動してきました。新しい地ということで不安もあり

ましたが、いつも温かい先生方や、きらきらの笑顔を見せてくれる子供たちのおかげで、楽し

く充実した毎日を過ごしています。毎日できることが増えて、一つ一つ大きくなっていく今、

担任している１年生の子供たちのように、私も新たな地で一歩一歩、成長していきたいなと思

います。よろしくお願いします。 

 

「新たな気持ちで･･･」                           鷹施中学校  五十川徳倫  

 今年度より、黒部市教職員の仲間入りをさせていただくことになりました。初めての異動で

戸惑うことや慣れないことも多いですが、それ以上にある新しい発見の毎日に胸を躍らせてい

ます。生徒の素直さと先生方、職員の皆様の温かさに囲まれながら、自分自身が学ぶ姿勢を忘

れることなく、一歩ずつ成長していけるように努力していきたいと思っています。 

 

「高志野中学校に勤務して」               高志野中学校  御囲ひとみ  

 この度、魚津市の大町小学校より異動してまいりました。初めての中学校勤務で戸惑うこと

も多くありますが、生徒たちの明るくさわやかなあいさつと、以前生地小で勤めていた時の懐

かしい顔や景色との再会に、元気をもらっています。高志野中の生徒たちがよりよい中学校生

活を過ごせるよう、教育環境の整備に努めていきたいと思いますので、よろしくお願いいたし

ます。 

 

「新たな気持ちで」                               桜井中学校  新田 昌司  

 １７年ぶりに黒部市に戻ってきました。当時、最初に勤めた高志野中学校では、今や体育館

が新しくなり、次に勤めた現勤務校の桜井中学校では、今まさに新校舎が建築中です。懐かし

い校舎がなくなるのは寂しい気もしますが、黒部市の新しい時代の始まりを感じながら、気持

ちも新たに生徒と共に学んでいきたいと思います。どうぞよろしくお願いします。 

 

「桜井中学校に赴任して」                               桜井中学校  朝倉真樹子  

 ４月から母校の桜井中学校に勤務しています。始業式では、生徒の歌う校歌を聞くと、自然

と口ずさむことができたことに驚きました。同時に、何がいつ自分の役に立つのか、分からな

いものだと改めて思いました。 

 学校は人を思いやる心、集中力等、将来にわたって役立つ力を身に付ける場でもあります。

生徒の将来の姿を意識して指導にあたっていきたいと思います。 

 

「数少なきは心深き」                  宇奈月中学校  佐竹 康子  

 確かな伝統と豊かな自然に恵まれた宇奈月中学校。４月は桜を見ながら、５月は緑輝く木立

を抜けて、豊かな自然を満喫しつつ１日をスタートできる喜び、純朴で明るい子供たちと共に

学習や活動に励むことができる喜びを日々、感じています。「数少なきは心深き」と言います。

全校生徒１３１名という小さな学校のよさを生かし、一人一人の学びを深める支援ができれば

と思っています。どうぞよろしくお願いします。 

 

「異校種間交流を経て」                 宇奈月中学校  谷内恵里子  

 異校種間交流で３年間の特別支援学校での勤務を経て、再び黒部市に勤務することになりま

した。中学校での日常生活や学習活動において、特別な支援を必要とする生徒と一緒に、悩ん

だり考えたりしながら過ごしています。 

 これまでの経験を生かしながら、気持ちを引き締め、決意を新たにひとつひとつのことを大

切にしていきたいと思います。よろしくお願いします。 

 

「黒部市の学校給食」                  宇奈月中学校  藤原 久美  

 黒部市で生まれ育った私は、小・中学生時代、給食を毎日楽しみにしていました。そのこと

が、食に関わる仕事を目指した原点となっています。今回、初めて黒部市勤務となり、自分の

原点となった黒部市の学校給食に携わることができ、とてもうれしく思っています。子供たち

が、食への関心や理解を深められるような、給食づくりや食の指導に努めていきます。 



教育センターの研修が始まっています。

【英会話科指導者研修会】＜５月11日(水)＞

小学校の初任者と黒部市外から着任された先

生、初めて英会話科を受け持つ講師の方々が参

加しました。

まず、黒部市で国際化教育を行っていること

や授業における学級担任の役割等について説明

を受けました。その後、ＡＬＴのアリソンを交

えた模擬授業がありました。

参加された先生方は、指導の際のポイントや

留意点について確認しながら、子供の気持ちに

なって模擬授業を受けていたようです。

【学級運営研修会】＜５月17日(火)＞

小中学校の初任者の先生方が参加しました。

講話の後、着任からの１か月余りを振り返り、

嬉しかったことや悩んでいることをグループご

とに話し合いました。

この研修会は、気軽な話合いから横のつなが

りを築いてもらうことが主な目的でした。参加

された皆さんは、同じような悩みを誰もが抱え

ていることに気付き、安心して思いを打ち明け、

ともに解決策を模索していたようです。

【生徒指導主事等研修会】＜５月18日(水)＞

黒部市教育委員会の 金山 努 学校教育班長

を講師にお迎えし、「『危機管理』からみるい

じめ問題～危機管理体制の構築～」をテーマに

研修会を開催しました。いじめの事例をもとに

演習を行い、その後、講話をいただきました。

生徒指導主事としてコーディネートする役割

や、組織として対応の大切さについて、経験豊

富な先生方も改めて感じるところがあったよう

です。



【教育センターからのお知らせ】

＜教育用ＤＶＤの巡回貸し出し＞

教育センターが所蔵するＤＶＤを広く知っても

らい、有効に活用していただくために、５月下旬

より巡回貸し出しを行っています。

小・中学校それぞれ、右の写真のようなＢＯＸ

に入れ、小学校は１週間、中学校は２週間ずつ回

覧します。どのようなＤＶＤがあるのか視聴して

いただき、今後活用される時に連絡をいただけれ

ばと思います。各校の巡回期日は後日、お知らせ

します。

なお、回覧していないＤＶＤも多くあります。４月に所蔵リストをメールでお送りしました

が、電話連絡していただければ、市教委の棚を経由して貸し出しますので、気軽にご連絡くだ

さい。

＜教科書展示会＞

６月１７日(金)～７月６日(水)の期間、教育セ

ンターにて教科書展示会を行います。小学校では

昨年度から、中学校では今年度から新しい教科書

が使用されています。他の教科書会社のものも展

示してありますので、先生方もどうぞお越しくだ

さい。

なお、教育センターでは、平成１７年度以降の

教科書を保管しています（黒部市で採択していな

い教科書も含む）。貸し出しもできますので、必

要がありましたらご連絡ください。

＜理科自由研究・発明くふう参考展＞

７月２日(土)～１０日(日)の期間、吉田科学館

において、魚津地区理科自由研究・発明くふう参

考展が開催されます。昨年度、魚津市、黒部市、

入善町、朝日町の小中学校から県の理科自由研究

展や発明くふう展に出品された作品を一堂に展示

します。

例年、高い関心をもった子供たちや保護者の皆

さんが参観されています。自由研究等の指導の参

考にもなると思いますので、先生方の参観もお待

ちしています。



★ 平成28年度 研究委員、英会話科カリキュラム部員

社会科研究委員 理科研究委員 情報教育研究委員 英会話科ｶﾘｷｭﾗﾑ委員

生 地 小学校 目澤 仁 伊東 史子 荻野 靖宗 桶屋 郁夫

たかせ小学校 松島 昭子 幅口 幸美 寺林 亜耶 舛﨑 未央

石 田 小学校 廣川 正彦 南保 毅 小森 和也 笹川 仁美

村 椿 小学校 高松 雅子 石橋 卓也 石橋 卓也

中 央 小学校 水島 智征 稲田 真弓 芦﨑 守 島瀨 容子

桜 井 小学校 永井 肇 坂井 雄丞 中坪 尚世 西尾 歩美

荻 生 小学校 佐渡さやか 中村 健志 山本 千夏

若 栗 小学校 眞岩 竜郎 眞岩 竜郎 澤谷 綾

宇奈月小学校 川口なつみ 千田 一裕 佐藤 博子 花房 有沙

鷹 施 中学校 川口 将 城 江里子

高志野中学校 髙崎 大将 八田 剛志 遠渡こずえ

桜 井 中学校 大澤 志織 入井 大介 真岩 克弘

宇奈月中学校 松田 勝仁 村椿 勝

★ 教育センターの職員紹介 ― よろしくお願いいたします ―

所 長 宮本 悟 ・企画、運営 ・市教委、学校との連絡調整 ・調査、各種報告書
・魚津地区教育センター協議会に関すること

研究主事･指導主事 庭田 順子 ・研修会の企画、運営 ・研修の受講・計画書・報告書
・学校訪問研修 ・英会話科の充実や研修

指 導 員 長田 茂 ・理科、社会科研究 ・科学展、発明くふう展 ・視聴覚教材

研究主事 髙澤 綾乃 ・帰国児童生徒教育 ・センターの庶務、予算・経理 ・教育相談

校務助手 髙瀬 緑 ・センターの業務 ・教材の印刷、整備、保管 ・文書の受発整理

ＳＳＷ 神子満美子 ・教育相談（家庭訪問等) ・関係機関とのネットワーク構築
鍵田 秀子

★ ほっとスペース「あゆみ」（場所：黒部市新牧野２２０ 勤労青少年ホーム内）

☆運営の基本方針 ・不登校の児童生徒の実態に即し、成長発達に役立つ活動を実施する。

・相談活動により心の保護者の安定を図り、保護者と連携しながら児童生徒

の支援を行う。

・在籍校との連携を密にし、児童生徒と保護者を支えるようにする。

☆開設時間 ・生徒の受け入れ・・・火曜～金曜 ９：００～１５：００

※ 夏季休業中は週２回程度開設

・保護者からの相談・・火曜～金曜 ９：００～１５：００

☆指 導 者 ・教育相談員 中山勤子

・指導員 松島知重美、大坪美幸

☆活動内容 ・適応指導・・・運動、料理、読書、

簡単な勉強など

・教育相談活動


